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はじめに 

リュウグウノツカイ Regalecus russelii

はアカマンボウ目リュウグウノツカイ科に

属し，世界最大級の海産硬骨魚類とされる．

体は著しく細長く，体長は体高の 17～24倍，

背鰭前部の６棘は太く著しく延長し，さら

に腹鰭は 1 条で延長し途中に膜質の付属物

が３か所以上あることなどで特徴付けられ

る（林，2013）．東太平洋，西太平洋，大西

洋，南アフリカ，東インド洋から知られ，

日本近海では北海道から九州，沖縄諸島の

沿岸に分布する（瀬能，2018）． 

近年，日本海各地においてリュウグウノ

ツカイの捕獲や目撃が相次いでいる．しか

し，これまでに新潟県沿岸の記録（本間ら，

2011）以外では，捕獲情報や計測記録など

はほとんどまとめられていない． 

魚津水族館は歴史が古く富山県唯一の水

族館であることから，見慣れない魚類など

が捕れると連絡を受けることが多い．リュ

ウグウノツカイも同様で，これまでに富山

湾（本報告では富山県の沿岸）では，2009

年と 2010年の４個体（伊串・稲村，2011）

の捕獲記録を報告している．今回は，それ

以降に富山湾で発見された本種の記録をま

とめて報告する． 

 

確認記録 

 富山湾において，2011年４月１日から

2019年３月 31日の期間に確認されたリュ

ウグウノツカイは計 22個体であった．その

内，魚津水族館に搬入して計測したのは 15

個体で，そのほかに富山県内の各漁業協同

組合や報道機関などからの情報提供を受け，

写真で確認したものが７個体あった． 

以下に各個体の記録を記す．なお，個体

番号は富山湾で捕獲された個体の通し番号

で，過去に４個体の報告があるので本報告

では個体番号５～26 となっている．また，

尾部の欠損個体が多いことから，全長は吻

端から計測できた体の最後端までの長さと

した．なお，全長の単位は目視で判断した

場合は「ｍ」で，当館に搬入しメジャーで

計測した個体は「cm」で記した． 
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個体番号５ 

 

捕獲年月日：2013年１月 18日 

捕獲場所：富山・新潟県境沖 

捕獲者：境市振定置網漁業組合 

捕獲方法：定置網 

全長：267㎝ 

状態：ほぼ完全な状態であるが尾鰭は欠損．

傷口は塞がっている． 

 

個体番号６ 

 

捕獲年月日：2013年７月 26日 

捕獲場所：富山・新潟県境沖 

捕獲者：境市振定置網漁業組合 

捕獲方法：定置網 

全長：81㎝  

状態：体はほぼ中央部で切れており，後半

部が欠損している．傷口は新鮮であり，捕

獲時に切断したと推測される． 

 

 

個体番号７ 

 

捕獲年月日：2013年 12月 14日 

捕獲場所：富山市水橋沖 

捕獲者：水橋漁民合同組合 

捕獲方法：定置網 

全長：不明  

備考：水橋漁民合同組合提供の写真で確認．  

 

個体番号８ 

 

捕獲年月日：2014年２月７日 

捕獲場所：富山市水橋沖 

捕獲者：水橋漁民合同組合 

捕獲方法：定置網 

全長：145㎝ 

状態：体のほぼ中央部より後半が欠損して

おり，その傷口は塞がっている． 

備考：生きた状態で魚津水族館の予備水槽

に収容した．翌日に死亡を確認． 

 

 

 



- 40 - 

 

個体番号９ 

 

発見年月日：2015年２月 16日 

発見場所：黒部市生地海岸 

全長：270㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

備考：海岸打ち上げ． 

 

個体番号 10 

 

捕獲年月日：2015年 11月３日 

捕獲場所：射水市海老江沖 

捕獲者：鷲北漁業部 

捕獲方法：定置網 

全長：218㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

 

個体番号 11（写真なし） 

捕獲年月日：2015年 12月２日 

捕獲場所：富山・新潟県境沖 

捕獲者：境市振定置網漁業組合 

捕獲方法：定置網 

全長：不明  

備考：魚津漁業協同組合からの情報提供．  

 

個体番号 12 

 

捕獲年月日：2015年 12月 19日 

捕獲場所：射水市新湊沖 

捕獲者：有限会社矢野漁業 

捕獲方法：定置網 

全長：140㎝  

状態：体は中央部よりもやや後ろで欠損し

ており，その傷口は塞がっている． 

 

個体番号 13（写真なし） 

捕獲年月日：2016年１月 25日 

捕獲場所：射水市新湊沖 

捕獲者：不明  

捕獲方法：定置網 

全長：約２m  

備考：新湊漁業協同組合からの情報提供．  

 

 

 

 

 

 

 



- 41 - 

 

個体番号 14 

 

捕獲年月日：2016年 11月５日 

捕獲場所：高岡市伏木沖 

捕獲者：有限会社矢野漁業 

捕獲方法：定置網 

全長：198.8㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

 

個体番号 15 

 

捕獲年月日：2016年 11月 15日 

捕獲場所：滑川市三ケ沖 

捕獲者：魚津水産株式会社 

捕獲方法：定置網 

全長：236㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

 

個体番号 16（写真なし） 

捕獲年月日：2017年２月６日 

捕獲場所：富山市水橋沖 

捕獲者：水橋漁民合同組合 

捕獲方法：定置網 

全長：約３m  

備考：水橋漁民合同組合からの情報提供．  

 

個体番号 17 

 

捕獲年月日：2018年 10月 31日 

捕獲場所：滑川市三ケ沖 

捕獲者：魚津水産株式会社 

捕獲方法：定置網 

全長：267.5㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

 

個体番号 18 

 

捕獲年月日：2018年 12月 22日 

捕獲場所：高岡市伏木沖 
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捕獲者：尾山水産有限会社 

捕獲方法：定置網 

全長：不明  

備考：富山県農林水産総合技術センター水

産研究所・小塚 晃主任研究員から写真と

情報提供．  

 

個体番号 19 

 

捕獲年月日：2019年１月 19日 

捕獲場所：高岡市伏木沖 

捕獲者：尾山水産有限会社 

捕獲方法：定置網 

全長：約 2.2ｍ  

備考：富山テレビ放送からの画像と情報提

供．  

 

個体番号 20 

 

発見年月日：2019年１月 19日 

発見場所：滑川市吉浦海岸 

発見者：上代昭男 

全長：436.5㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

備考：海岸打ち上げ． 

 

個体番号 21 

 

捕獲年月日：2019年１月 28日 

捕獲場所：高岡市伏木沖 

捕獲者：有限会社昭栄漁業 

捕獲方法：定置網 

全長：394.8㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

備考：網揚げ時に胴体中央付近で切断． 

 

個体番号 22 

 

発見年月日：2019年１月 30日 

発見場所：魚津市経田東町海岸 

全長：323㎝  
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状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

備考：海岸打ち上げ． 

 

個体番号 23 

 

捕獲年月日：2019年２月１日 

捕獲場所：射水市堀岡沖 

捕獲者：新徳漁業有限会社 

捕獲方法：定置網 

全長：301.8㎝  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

 

個体番号 24 

 

捕獲年月日：2019年２月１日 

捕獲場所：高岡市伏木沖 

捕獲者：尾山水産有限会社 

捕獲方法：定置網 

全長：約 3.2ｍ  

備考：新湊漁業協同組合からの情報提供と

新湊鮮魚センターからの写真提供． 

 

個体番号 25 

 

 

捕獲年月日：2019年２月 21日 

捕獲場所：高岡市伏木沖 

捕獲者：尾山水産有限会社 

捕獲方法：定置網 

全長：291.3㎝ 

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

備考：胃内容物はほとんど未消化のツノナ

シオキアミのみで，大量にあった． 
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個体番号 26 

 

捕獲年月日：2019年２月 26日 

捕獲場所：魚津市三ケ沖 

捕獲者：魚津水産株式会社 

捕獲方法：定置網 

全長：223.9㎝ 

状態：体後半部（推定１/３程度）が欠損し

ている．その傷口は新鮮であり，網揚げ時

に切れたものと推測される． 

備考：生きた状態で魚津水族館の「波の水

槽」に搬入するが，約６時間半後に死亡．  

 

まとめ 

2019年３月末時点での富山湾におけるリ

ュウグウノツカイの記録は，2009年 12月

から 2010年２月に捕獲された４個体と合

わせて 26個体となった（表 1）． 

富山湾における捕獲数を月ごとにまとめ

ると，ほとんどの個体が 11月から２月に確

認されており，６月を中心に採捕されてい

る新潟県沿岸（本間ら，2011）とは異なる

結果であった．富山湾において最も多く確

認された月は２月で，次いで１月，12月の

順であり，それ以外の月では７月と 10月に

各１個体が記録されたのみであった（図１）．

このことから，富山湾におけるリュウグウ

ノツカイは 10月から２月頃が一つのシー

ズンと考えられた．そこで捕獲数を比較す

る際には１年単位ではなく，10月～翌年３

月までを考慮した年度単位の方が適してい

ると考えて富山湾での確認記録を年度別に

見ると，最も多く確認されたのは 2018年度

の 10個体であり，2010年度・2011年度・

2017年度には確認されなかった（図２）． 

捕獲方法としては，定置網で捕獲された

個体が 22個体で，海岸に打ち上げられた個

体が４個体であった．定置網では高岡市伏

木沖から富山・新潟県境沖までの範囲で捕

獲されたが，氷見市沖では確認されなかっ

た．また，海岸に打ち上げられた個体は滑

川市吉浦から黒部市荒俣の海岸で確認され，

富山市以西および入善町以東では確認され

なかった（図３）． 

リュウグウノツカイの成魚の尾部は著し

く切れやすく，僅かな力をかけただけで簡

単に切断することが知られている（瀬能，

2018）．当館に搬入して計測したリュウグウ

ノツカイは，全ての個体で尾部の一部ある

いは大部分が欠損していた．欠損の程度は，

推定される全長に対して１割未満の欠損が

８個体，２～４割の欠損が５個体，約５割

欠損が２個体であった．欠損部の傷口が新

鮮であった２個体は捕獲時に切れたと推定

されたが，残りの 13個体は傷口がほぼ塞が

っており，捕獲されるよりもかなり前に切

れていたと考えられた．実際に，当館に生

きたまま搬入された２個体（個体番号８，

26）はいずれも尾部の大部分が欠損してい

たが，当館の水槽内でしばらく遊泳する様

子が観察された（図４，図５）．特に個体番

号８は体の５割ほどを欠損していたが，傷

口は綺麗に塞がっており（図６），リュウグ

ウノツカイは体の後半部を失っても生存で

きることが確認された． 
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このように尾鰭まで完全な状態で残って

いる個体がおらず，全ての個体で正確な全

長は不明であった．そのため各個体の大き

さの比較検討はできなかったが，測定され

た全長は最大で 436.5㎝，最小は 81㎝であ

った．最小の個体は体中央部付近で切断さ

れていたので，実際には 150 ㎝ほどはあっ

たと推測される．測定した全長の頻度分布

は２～３ｍの個体が最も多かった（図７）．

今後，各個体の大きさを比較する際には吻

端から総排泄孔までの長さ（肛門前長）と

体高を基準として，全長を補正する必要が

あると考えられる． 

リュウグウノツカイの食性について，瀬

能（2018）は動物プランクトンを吸引して

食べるとしている．また，鳥取県の海岸に

漂着したリュウグウノツカイがオキアミ類

を嘔吐した記録が２例ある（川上ら，2004；

川上・一澤，2010）．さらに，富山湾で確認

された個体番号３のリュウグウノツカイの

胃からはツノナシオキアミが確認されてい

る（伊串・稲村，2011）．今回，胃内容物を

調査した 12個体のなかで 11個体は空胃で

あったが，１個体（個体番号 25）から大量

のツノナシオキアミが確認され（図８），ツ

ノナシオキアミを主食としている可能性が

示された．  

今後もリュウグウノツカイに関する情報

を蓄積し，生態の解明に努めたい． 
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表 1. リュウグウノツカイの記録一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 月別の捕獲記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 年度別捕獲記録 

個体番号 捕獲日 確認場所 全長

1 2009.12.15 黒部市荒俣　海岸打ち上げ 396㎝
2 2010.1.19 高岡市雨晴沖　定置網 335㎝
3 2010.2.5 入善町飯野沖　定置網 227㎝
4 2010.2.8 入善町飯野沖　定置網 428㎝
5 2013.1.18 富山・新潟県境沖　定置網 267㎝
6 2013.7.26 富山・新潟県境沖　定置網 81㎝
7 2013.12.14 富山市水橋沖　定置網 不明
8 2014.2.7 富山市水橋沖　定置網 145㎝
9 2015.2.16 黒部市生地　海岸打ち上げ 270㎝
10 2015.11.3 射水市海老江沖　定置網 218㎝
11 2015.12.2 富山・新潟県境沖　定置網 不明
12 2015.12.19 射水市新湊沖　定置網 140㎝
13 2016.1.25 射水市新湊沖　定置網 約2ｍ
14 2016.11.5 高岡市伏木沖　定置網 198.8㎝
15 2016.11.15 滑川市三ケ沖　定置網 236㎝
16 2017.2.6 富山市水橋沖　定置網 約3ｍ
17 2018.10.31 滑川市三ケ沖　定置網 267.5㎝
18 2018.12.22 高岡市伏木沖　定置網 不明
19 2019.1.19 高岡市伏木沖　定置網 約2.2ｍ
20 2019.1.19 滑川市吉浦　海岸打ち上げ 436.5㎝
21 2019.1.28 高岡市伏木沖　定置網 394.8㎝
22 2019.1.30 魚津市経田東町　海岸打ち上げ 323㎝
23 2019.2.1 射水市堀岡沖　定置網 301.8㎝
24 2019.2.1 高岡市伏木沖　定置網 約3.2ｍ
25 2019.2.21 高岡市伏木沖　定置網 291.3㎝
26 2019.2.26 魚津市三ケ沖　定置網 223.9㎝
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図３ リュウグウノツカイ確認地点 

   数字は個体番号 

〇：定置網 

□：海岸に打ち上げ 

 

 

図４ 輸送途中の個体番号８ 

 

 

図５ 「波の水槽」を遊泳する個体番号 26 

 

 

図６ 個体番号８の尾部末端  

 

 

 図７ 全長の頻度分布 
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図８ 個体番号 25 が食べていたツノナ

シオキアミ（一部） 
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